
 

研究開発システムの改革の推進等による研究開発能力の強化及び研究開発等の効

率的推進等に関する法律（平成２０年法律第６３号）について 

 

 

１．法律の目的 

研究開発推進のための基盤整備、予算、人材等の資源配分から研究開発成果の

普及、実用化に至るまでの研究開発システムの改革を推進することにより、公的研究

機関、大学、民間も含めた我が国全体の研究開発能力の強化及びイノベーションの

創出を行うことを目的としている。 

 

２．法律の主な内容 

（１） 科学技術に関する教育水準の向上、若年研究者等の能力の活用、研究者の人

事交流及び国際交流の促進、研究開発法人による人材活用等に関する方針の

作成等を行うことにより、研究開発等の推進を支える基盤を強化すること 

（２） 競争的資金の活用により、研究開発等に係る競争の促進を図ること 

（３） 科学技術の振興に必要な資源の柔軟かつ弾力的な配分、研究開発法人及び大

学等の研究開発能力の強化、研究開発等の適切な評価等を行うことにより、国

の資金により行われる研究開発等を効率的に推進すること 

（４） 研究開発施設等の共用の促進、研究開発の成果の実用化を不当に阻害する要

因の解消等を行い、研究開発成果の普及、実用化を促進すること 

（５） 研究開発システム及び国の資金により行われる研究開発等の推進の在り方に反

映させるため、研究開発システムの改革に関する内外の動向等の調査研究を行

うこと 

 

３．審議経過 

平成２０年５月２９日 参議院内閣委員会で審議され、全会一致で可決 

平成２０年５月３０日 参議院本会議で審議され、賛成多数で可決 

平成２０年６月４日 衆議院文部科学委員会で審議され、賛成多数で可決 

平成２０年６月５日 衆議院本会議で審議され、賛成多数で可決 

平成２０年６月１１日 公布（平成２０年法律第６３号） 

 

４．今後の予定 

公布の日から起算して６か月を超えない範囲内において、政令で定める日から施

行 
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